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日
本
保
守
党
は
移
民
政
策
の
是
正
を
重
点
政
策
項
目
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
急
増
し
て
い
る
定
住
外
国
人
や
在
留
外
国
人

に
対
し
、
日
本
政
府
の
対
応
が
後
手
後
手
に
回
り
、
結
果
と
し
て
日
本
人
が
一
部
の
悪
徳
外
国
人
の
い
わ
ゆ
る
カ
モ
に
さ
れ
て

い
る
様
々
な
ケ
ー
ス
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
私
は
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年
金
制
度
に
お
け
る
日
本
人
と

比
較
し
て
極
端
に
低
い
外
国
人
の
納
付
率
、
日
本
の
ホ
テ
ル
の
住
所
で
外
国
人
が
母
国
で
の
自
動
車
運
転
免
許
を
日
本
の
自
動

車
運
転
免
許
に
簡
単
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
い
わ
ゆ
る
免
許
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
問
題
な
ど
を
指
摘
し
て
き
た
。
今
回
は
平
成
十

二
年
に
二
万
八
十
三
人
で
あ
っ
た
外
国
人
が
世
帯
主
の
生
活
保
護
受
給
世
帯
数
が
令
和
五
年
度
に
は
四
万
五
千
九
百
七
十
三
世

帯
へ
と
約
二
・
三
倍
ま
で
増
加
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
外
国
人
の
生
活
保
護
に
つ
い
て
問
題
の
指
摘
と
対
案
を
示
し
た

い
。 

 

生
活
保
護
法
で
は
保
護
の
対
象
を
「
す
べ
て
の
国
民
」
と
し
て
い
る
が
、
政
府
は
、
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
し
、
人

道
上
の
観
点
か
ら
、
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
の
措
置
に
つ
い
て
（
昭
和
二
十
九
年
五
月
八
日
社
発
第
三

八
二
号
。
以
下
「
昭
和
二
十
九
年
通
知
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
一
般
国
民
に
対
す
る
生
活
保
護
の
決
定
実
施
の
取
扱
い
に

準
じ
て
必
要
と
認
め
る
保
護
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
そ
も
そ
も
生
存
権
保
障
の
責
任
は
第
一
義
的
に
は
そ
の
者
の
属
す
る
国
家
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
人
道
上
の
観
点
を
理

由
と
し
た
外
国
人
に
対
す
る
保
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
の
受
給
実
態
等
を
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。 

 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

世
帯
主
が
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
で
あ
っ
て
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
に
準
じ
た
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
つ

い
て
は
、
政
府
統
計
の
総
合
窓
口
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
被
保
護
者
調
査
と
し
て
公
表
し
て
い
る
が
、
現
状
の
調
査
で

は
、
世
帯
主
が
外
国
籍
の
世
帯
数
の
み
し
か
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
世
帯
内
に
お
け
る
日
本
国
籍
の
家
族
の
有
無
等
の

詳
細
は
把
握
で
き
な
い
。
外
国
籍
の
生
活
保
護
受
給
者
の
実
態
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
項
目
を
含
む
実
態
調
査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
お
示

し
願
い
た
い
。 

 
 

・
国
又
は
地
域
別
世
帯
数
（
被
保
護
者
調
査
の
調
査
項
目
「
韓
国
又
は
北
朝
鮮
」
を
「
韓
国
」
と
「
北
朝
鮮
」
、
「
中

国
」
を
「
中
国
」
と
「
台
湾
」
で
分
け
た
も
の
） 

 
 

・
国
籍
別
の
在
留
資
格
別
世
帯
数
（
特
別
永
住
者
、
永
住
者
、
定
住
者
、
日
本
人
の
配
偶
者
等
、
難
民
等
） 



 

３ 

 

 
 

・
国
籍
別
の
世
帯
主
の
年
齢
階
層
別
世
帯
数
（
二
十
歳
未
満
、
二
十
～
二
十
九
歳
、
三
十
～
三
十
九
歳
等
） 

 
 

・
国
籍
別
の
受
給
期
間
別
世
帯
数
（
一
年
未
満
、
五
年
未
満
、
十
年
未
満
、
十
年
以
上
等
） 

 
 

・
国
籍
別
の
保
護
費
及
び
そ
の
内
訳
（
生
活
扶
助
、
住
宅
扶
助
、
介
護
扶
助
、
医
療
扶
助
、
そ
の
他
の
扶
助
） 

 
 

・
国
籍
別
の
受
給
世
帯
に
お
け
る
子
ど
も
の
有
無
等
（
子
ど
も
の
人
数
、
国
籍
及
び
就
学
援
助
の
受
給
の
有
無
等
） 

二 

昭
和
二
十
九
年
通
知
で
は
、
生
活
保
護
法
第
一
条
に
よ
り
、
外
国
人
は
法
の
適
用
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
「
当
分
の
間
」

保
護
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
（
第
七
版
）
に
よ
る
と
、
「
当
分
」
と
は
「
こ
れ
か
ら
先
し
ば
ら
く
の
間
。
さ

し
あ
た
り
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
九
年
通
知
が
出
さ
れ
て
か
ら
既
に
七
十
年
が
経
過
し
、
当
時
の
社
会
情
勢
か
ら

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
調
査
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
職
務
怠
慢
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
で
示
し
た
項
目
を
含
む
実
態
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
「
当
分
の
間
」
に
つ
い
て
期
限
を
設
け
る
な
ど
、
昭
和
二
十
九
年

通
知
を
見
直
す
べ
き
時
期
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
認
識
を
お
示
し
願
い
た
い
。 

三 

人
道
上
の
観
点
か
ら
、
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
し
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
に
準
じ
た
保
護
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
本
来
保
護
す
る
義
務
は
当
該
外
国
人
の
母
国
が
負
う
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
生
活
保
護
受
給
者
の
医
療
費
は
、
医
療
扶

助
に
よ
っ
て
原
則
無
料
と
な
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
れ
ば
、
保
護
の
内
容
に
つ
い
て
日
本
人
と
全
く
同
等
で
あ
る
必
要
は
な



 

４ 

 

い
と
考
え
る
。
一
で
示
し
た
項
目
を
含
む
実
態
調
査
の
結
果
次
第
で
は
、
外
国
人
に
対
す
る
生
活
保
護
を
廃
止
し
、
人
道
上

の
観
点
か
ら
保
護
が
必
要
な
場
合
に
は
、
別
途
外
国
人
向
け
の
期
限
付
き
生
活
困
窮
者
対
策
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
。 

四 

就
労
等
で
来
日
し
た
者
は
生
活
保
護
を
受
給
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
永
住
者
等
に
は
保
護
を
認
め
る
等
、
同
じ
外

国
人
で
あ
り
な
が
ら
、
保
護
の
取
扱
い
を
区
別
す
る
理
由
は
何
か
。 

五 

経
営
・
管
理
ビ
ザ
で
来
日
し
た
外
国
人
が
本
国
か
ら
家
族
を
呼
び
寄
せ
、
永
住
権
を
取
得
し
た
後
、
経
営
悪
化
の
影
響
な

ど
か
ら
事
業
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
生
活
保
護
を
受
給
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
が
、
当
該
ケ
ー

ス
で
は
永
住
者
で
あ
っ
て
も
保
護
の
取
り
や
め
又
は
航
空
運
賃
を
支
給
し
て
帰
国
を
促
す
措
置
も
検
討
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
。 

六 

生
活
保
護
に
関
す
る
事
務
は
、
国
に
お
い
て
そ
の
適
正
な
処
理
を
特
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
法
定
受
託
事
務
で
あ
る
た

め
、
外
国
人
か
ら
の
生
活
保
護
申
請
時
の
資
力
調
査
に
お
い
て
も
、
日
本
人
と
同
様
に
厳
格
に
実
施
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
。 

 

１ 

生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
か
ら
生
活
保
護
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
者
の
属
す
る
国
の
大



 

５ 

 

使
館
等
に
支
援
の
可
否
を
確
認
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
各
大
使
館
等
へ
の
照
会

件
数
及
び
各
大
使
館
等
か
ら
の
回
答
状
況
（
当
該
国
が
支
援
す
る
と
回
答
し
た
件
数
等
）
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
把
握
し
て

い
る
か
。
も
し
把
握
し
て
い
れ
ば
、
外
国
人
か
ら
の
申
請
件
数
に
占
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
と
併
せ
て
お
示
し
願
い
た

い
。 

 

２ 

外
国
人
本
人
の
預
貯
金
等
の
ほ
か
、
本
国
家
族
へ
の
扶
養
照
会
や
海
外
口
座
へ
の
送
金
状
況
等
の
調
査
も
実
施
し
て
い

る
の
か
。
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
調
査
範
囲
を
お
示
し
願
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


